
デジタルツインの構築と暑さ指数のシミュレーション開発状況

○大阪・関西万博会場周辺を対象として、都市モデルと現地工事状況等から熱中症リスクの暑さ指数
のシミュレーションに用いるデジタルツインのモデルを作成

○本モデルをもとに、微気象（高解像度）で暑さ指数のシミュレーションを自動実行し、その結果を
公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会へ自動配信するシステムを試作

別紙１

MSSG (Multi-Scale 
Simulator for the 
Geoenvironment) による
微気象シミュレーション
（JAMSTEC)

広域の
気象条件

暑さ指数の評価

微気象シミュレーションの自動実行・配信

国土交通データプラットフォーム

PLATEAU

を介してPLATEAUから都市モデルを自動生成

現地での工事の進捗にあ
わせ、ドローン写真など
に基づき，適宜，構造物
モデルを追加・更新

モデル
に統合

観測点の設置
観測記録の配信 解析結果の自動配信

観測値の反映



２０２４年夏の試行実験結果

○ 2024年7月30日から8月9日までの１１日間を対象として、熱中症シミュレーションの自動実行・自動
配信を試行 ⇒１１日間トラブルなく、自動実行・自動配信を確認
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暑さ指数の10分間平均値の時系列（１３：００～１５：００）
シミュレーションを自動実行・自動配信結果（下図は１３：００のもの）
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２０２４年夏の試行実験結果②

○風通し状況が異なる建物裏や通路などの暑さ指数の傾向について、シミュレーション結果が現地計測と一致して
いることを確認した。

○一方で、シミュレーション結果と現地計測の暑さ指数が１．０程度のズレがあることを確認したことから、精度向上に
努めていく。

計測地点
建物裏（A）

通路（B）

建物裏（A）

拡大

予測結果の例
8月2日10時10分～10時40分の平均

WBGT

建物裏（A）

通路（B）

通路（B）

＜シミュレーションと現地計測結果＞

計測・予測とも、通路（B）より建物裏（A）の方がWBGT値が大きくなる傾向


